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市
内
公
共
施
設
の

管
理
を
行
う
団
体
を

指
定
す
る
要
件
と
し

て
、
①
施
設
周
辺
の

地
縁
団
体
に
管
理
を

行
わ
せ
る
と
き
、
②

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
り
整
備

し
管
理
す
る
団
体
が

既
に
決
ま
っ
て
い
る

と
き
、
③
現
在
の
管

理
者
を
再
指
定
す
る
と
き
、
こ
の
３

つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
を
新
た
な
選
定
の
要
件
と

定
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

指定管理者の
随意選定要件を整備

日
曜
日
開
会
に

　
　
　
　

多
く
の
市
民
が
傍
聴

　

定
額
給
付
金
の
追
加
補
正
予
算
は
可
決

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
否
決

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
の

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に

お
け
る
65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
率
を
引
き
下
げ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
保
険
料
率
は
７

段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

○は歳入、●は歳出

補正額 補正後の総額 主な内容

12億2,568万7千円 240億4,870万5千円 定額給付金支給事業

1億8,858万5千円 242億3,729万円
○清掃センター火災（災害共済金）
○土地売払収入
●駅北口区画整理に伴う用地取得費
●基金積立

国民健康保険 2,287万9千円 59億4,051万5千円 ○基金繰入金
●療養給付費の増額

後期高齢者医療 ▲1,274万2千円 4億2,807万5千円 ●広域連合負担金の減額

老人保健 ▲1億9,726万3千円 5億1,359万8千円 ●医療給付費の減額

介護保険 3,479万5千円 25億4,541万2千円 ○介護従事者処遇改善臨時特例交付金
●介護従事者処遇改善臨時特例基金積立

下水道事業 ▲7,919万円 13億3,981万7千円 ●工事の減少

特

会
計

会計別

一 般 会 計

別

市
長
の
施
政
方
針

　

都
市
基
盤
整
備
、

　

教
育
施
設
整
備
を

　

優
先
的
に
実
施

　

市
議
会
は
、
平
成
21
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
案
を
賛
成

10
、
反
対
11
の
賛
成
少
数
で
否

決
し
ま
し
た
。
当
初
予
算
案
は
、

総
額
２
０
４
億
８
０
０
万
円

で
前
年
比
7.7
％
の
減
で
上
程
さ

れ
、
総
務
常
任
委
員
会
と
市
民

建
設
常
任
委
員
会
で
否
決
、
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
可
決

さ
れ
た
も
の
の
、
本
会
議
上
で

「
職
員
側
の
財
政
上
の
危
機
意

識
が
薄
い
」「
生
活
密
着
型
予

算
と
な
っ
て
い
な
い
」
な
ど
の

反
対
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、賛
成
意
見
と
し
て
は
「
市

内
業
者
へ
の
工
事
発
注
な
ど
が

遅
れ
経
営
圧
迫
に
つ
な
が
る
」

な
ど
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
が
否
決
さ
れ
た
の

は
、
市
制
発
足
以
来
初
め
て
の

こ
と
で
す
。
ま
た
、
３
カ
月
以

内
に
臨
時
会
が
開
か
れ
、
本
予

算
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
22
日
の
日
曜
日
に
開
会
し
た

３
月
定
例
会
は
、
初
日
延
べ
43
人
の

市
民
が
傍
聴
す
る
な
か
、
市
長
の
施

政
方
針
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
平
成
21
年
度
の
施
政
方
針

で
、
世
界
的
な
景
気
の
減
速
の
な
か

で
新
規
事
業
は
必
要
最
小
限
と
し
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
緊
急
性

の
高
い
既
存
施
設
の
改
修
や
、
区
画

整
理
な
ど
都
市
基
盤
整
備
及
び
教
育

施
設
の
整
備
を
優
先
的
に
実
施
す
る

と
述
べ
ま
し
た
。

公
平
委
員
の
選
任

　
　
　

３
氏
を
同
意

　

３
月
10
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

和
光
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、
次
の
３
氏
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

■
山
崎
宏
征
氏
（
下
新
倉
在
住
）

■
二
階
堂
享
子
氏
（
本
町
在
住
）

■
田
中
敏
雄
氏
（
丸
山
台
在
住
）

新
倉
児
童
館
建
設
工
事
請
負
契
約

１
億
６
５
２
７
万
円
を
可
決

㈱
佐
伯
工
務
店
が
落
札

　

昨
年
12
月
定
例
会
で
、
工
事
費

５
２
８
１
万
円
の
増
額
補
正
を
し
て

い
た
新
倉
児
童
館
の
建
設
工
事
に
つ

い
て
は
、
一
般
競
争
入
札
で
３
社
の

入
札
が
あ
り
、
設
計
金
額
を
超
え
る

入
札
業
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
議
員
か

ら
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
契
約

金
額
１
億
６
５
２
７
万
円
で
落
札
し

た
㈱
佐
伯
工
務
店
と
契
約
す
る
こ
と

を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
を
否
決

　平成 20年度補正予算に関する７議案を可決しました。

▲７年ぶりの日曜議会に多くの傍聴者が来場しました

　

平
成
21
年
３
月
定
例
会
は
、
７
年
ぶ
り
に
日
曜
日
開
会
と
な
り
ま

し
た
。
初
日
は
、市
長
の
施
政
方
針
と
こ
れ
に
伴
う
質
疑
が
行
わ
れ
、

４
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
会
期
中
に
定
額
給
付

金
の
支
給
に
伴
う
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
般
会
計
当
初
予
算
は
賛
成
議
員
10
人
、
反
対
議
員
11
人

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

れ
を
８
段
階
に
分
け
、
さ
ら
に
各
段

階
の
保
険
料
を
引
き
下
げ
る
も
の

で
、
今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む

な
か
「
元
気
高
齢
者
の
多
い
ま
ち
」

を
目
指
し
介
護
保
険
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

▲施政方針を発表する市長

※
公
平
委
員
会
の
主
な
仕
事

　

職
員
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措

置
の
要
求
を
審
査
し
、
判
定
し

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
や
、

職
員
に
対
す
る
不
利
益
な
処
分

に
つ
い
て
の
不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
採
決
、
ま
た
は
決
定
す

る
こ
と
。

定額給付金の追加補正予算
全会一致で可決

　

今
会
期
中
、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
と
定
額

給
付
金
の
支
給
の
た
め

１
２
億
２
５
６
９
万
円
増

額
の
補
正
予
算
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
７
名
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
支

給
に
伴
う
市
の
取
り
組
み

体
制
や
、
振
り
込
め
詐
欺

対
策
、
業
務
委
託
料
に
関

す
る
質
問
を
行
い
、
早
期

に
給
付
金
等
の
支
給
と
、

万
全
の
安
全
対
策
を
要
望

し
ま
し
た
。
最
後
に
採
決

し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

早期支給と安全対策を要望

3
月
定
例
会

介
護
保
険
事
業

　
　
　

保
険
料
率
を
引
き
下
げ

補正補正
予算予算
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３
月
１
日
〜
８
日
は「
女
性
の
健
康

週
間
」女
性
の
健
康
支
援
に
全
力
を

村
田
富
士
子
（
公
明
党
）

問
：「
女
性
健
康
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
発
行
、

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
受
診
の
更

な
る
啓
発
、
妊
婦
無
料
健
診
を
14
回

に
拡
充
な
ど
、
女
性
の
健
康
支
援
に

積
極
的
な
取
り
組
み
を
。

保
健
福
祉
部
長
：
平
成
21
年
度
は
和
光

市
健
康
手
帳
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
、

今
後
、
こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ

を
見
極
め
検
討
し
ま
す
。
乳
が
ん
・

子
宮
が
ん
受
診
率
は
県
平
均
を
上
回

っ
て
お
り
ま
す
が
、
日
に
よ
っ
て
受

診
科
目
が
違
う
よ
う
な
形
を
や
め
、

よ
り
受
診
し
や
す
い
よ
う
な
対
応
を

図
り
ま
す
。
妊
婦
健
康
診
査
公
費
負

担
の
回
数
を
14
回
に
拡
充
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
県
と
調
整
段
階
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
食
育
、
自
殺
予
防
対
策
、
消

火
栓
設
置
基
準
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
質
問

を
し
ま
し
た
。

教
員
免
許
更
新
制
に
つ
い
て

山
本
軍
四
郎
（
社
会
民
主
党
）

問
：
教
職
員
組
合
は
社
会
的
に
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
と
思
う
。
ま
た
豊
か
な
人
生

の
形
成
に
か
か
わ
る
仕
事
と
考
え
て

い
る
。
今
回
の
教
員
免
許
更
新
は
上

意
下
達
方
式
で
は
な
い
か
。

教
育
長
：
こ
の
制
度
の
導
入

は
、
法
に
基
づ
く
も
の
で
、

教
員
の
専
門
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
制
度
と
し
て

認
識
し
て
い
ま
す
。
以
前
、

暴
力
の
問
題
が
学
校
現
場
で
多
く
起

こ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
問

題
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
で
、
最
新
の
情
報
な
ど
を
吸
収

し
て
い
か
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い

と
い
っ
た
面
は
理
解
で
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
際
課
税
、
河
川
改
修
工
事
、
緊

急
雇
用
対
策
、
定
額
給
付
金
、
無
保
険
（
子
ど
も
）

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。　

１

２

３

　３月６日から 12日までの５日間に、市政に対する一般
質問が行われました。今回は 18名の議員が発言しました。
議員の質問の概要は次のとおりです。詳細な質問および市
長以下関係部長の答弁は、６月上旬、市ホームページから
見ることができます。（発言順）

６

７

8

８

４

５

請願

陳情陳情
　今議会に提出
された請願は１
件、陳情は５件
ありました。

■
請
願
第
１
号

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入
停
止

を
求
め
る
請
願　
　
（
不
採
択
）

　

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
米
の
輸
入
を
停
止

し
、
食
料
自
給
率
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
を

実
現
す
る
意
見
書
を

政
府
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。

■
陳
情
第
１
号

国
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
生
じ
る
問
題

に
関
す
る
陳
情　
　
（
不
採
択
）

　

国
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
生
じ
る
偽

装
認
知
の
防
止
、
厳
格
な
制
度
運
用

を
要
請
す
る
意
見
書
を
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
陳
情
第
２
号

年
度
別
和
光
市
新
人
一
般
事
務
職
員

の
採
用
者
数
を
検
討
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
陳
情　
　
　
（
不
採
択
）

　

今
後
は
財
政
の
悪
化

も
予
測
さ
れ
る
和
光
市

と
し
て
も
、
人
件
費
削

減
を
重
要
課
題
と
し
、

新
人
一
般
事
務
職
員
数

の
年
度
別
採
用
計
画
を
再
度
、
念
入

り
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

並
木
修
二
（
和
光
を
良
く
す
る
会
）

問
：
施
政
方
針
に
は
、
人
件
費
の
削

減
に
つ
い
て
記
述
が
な
い
。
一
般

職
員
の
給
与
の
前
に
市
長
の
給

与
を
引
き
下
げ
、
人
件

費
の
削
減
を
図
る
こ
と

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

市
長
：
今
の
段
階
で
は
、

市
長
の
給
与
も
含
め
て

人
件
費
の
削
減
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
人
件
費
を
下
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が
く

れ
ば
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
市
長
の

給
与
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
が

あ
れ
ば
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

に
意
見
を
求
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
予
算
の
内
容
、
政

策
会
議
の
あ
り
方
、
教
育
委
員
会
の
意
思
決

定
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

学
校
の
新
設
と

　
　
　

再
編
に
つ
い
て

堀 

文
雄
（
緑
風
会
）

問
：
現
在
の
学
校
の
規
模
・
配
置
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
面
か
ら
学

校
の
再
編
と
新
設
校
の
位
置
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

教
育
長
：「
小
学
校
の
学
級
数
は
、
12

学
級
か
ら
18
学
級
以
下
を
標
準
と
す

る
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
示

さ
れ
、
こ
の
規
定
は
、
中
学
校
に
お

い
て
も
準
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
学

距
離
や
ま
ち
づ
く
り
に
伴
う
開
発
、

少
子
化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
数
の
変

化
等
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
中
長
期
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
複
合
施
設
と
学
校
、
下
水
道

事
業
の
公
営
企
業
化
、
朝
霞
駐
屯
地
の
汚
水

処
理
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

市
民
意
見
・
要
望
等
の

　

公
開
公
表
に
つ
い
て

須
貝
郁
子
（
新
し
い
風
）

問
：
既
に
行
わ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
公
表
を
拡
大
し
、
紙
ベ
ー
ス
で

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
人
事
や
契
約
等
市
政
へ

の
透
明
性
を
図
る
た
め
、
市
職
員
へ

の
不
合
理
な
直
接
要
望
に
対
応
す
る

「
要
望
記
録
公
表
制
度
」
の
創
設
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

企
画
部
長
：
市
民
の
意
見
、
要
望
等
を

情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
へ
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
要
望
記
録
公
表
制

度
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
の
で
、

今
後
制
度
の
実
態
を
調
査
し
た
上
で

検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
湧
水
、
地
下
水
保
全
条
例
、

農
地
の
保
全
、
障
害
者
福
祉
計
画
、
小
中
学

校
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し

た
。 

歳
出
（
地
方
債
）
の
圧
縮
を

齊
藤
秀
雄
（
新
緑
会
）

問
：
地
方
債
の
償
還
に
お
い
て
、
2.5
％

〜
4.8
％
の
借
入
金
に
つ
い
て
は
低
利

へ
の
借
り
か
え
を
。
ま
た
、
償
還
は

当
初
の
３
年
間
は
据
え
置
き
と
な
っ

て
い
る
が
、
借
入
金
返
済
（
元
本
）

の
開
始
時
期
の
圧
縮
を
。

総
務
部
長
：
借
り
か
え
の
た
め
の
償
還

に
は
、
元
金
償
還
と
合
わ
せ
て
満
期

ま
で
の
利
払
い
に
相
当
す
る
額
を
補

償
金
と
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
事
実
上
不
可
能
な
状
況

で
す
。
ま
た
、
据
置
期
間
は
、
政
府

融
資
は
借
り
入
れ
条
件
が
規
定
さ
れ

て
お
り
条
件
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
金
融
機
関
か
ら
の
融
資

は
財
政
状
況
や
後
年
度
に
及
ぼ
す
影

響
を
十
分
勘
案
し
、
適
正
な
条
件
を

設
定
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
砂
利
敷
市
道
の
早
期
修
復
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

父
子
家
庭
に
も

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

上
野
君
子
（
共
産
党
）

問
：
母
子
・
父
子
家
庭
と
い
う
配
偶
者

の
い
な
い
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
が
増

え
て
い
る
。
父
親
の
子
育
て
へ
の
社

会
的
な
理
解
の
遅
れ
も
あ
り
、
労
働

条
件
が
制
限
さ
れ
低
賃
金
の
仕
事
に

就
か
ざ
る
を
得
な
い
。
国
が
制
度
見

直
し
に
動
か
な
い
中
、
他
自
治
体
で

は
父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
と

同
様
の
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。
市

で
も
実
施
を
。

保
健
福
祉
部
長
：
現
状
で
は
、
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
県

の
補
助
事
業
と
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
医
療
費
支
給
事
業
が
あ
り
ま
す
。
父

子
家
庭
の
場
合
、
生
活
面
で
の
支
援
の

重
要
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
必
要
に
応

じ
て
育
児
支
援
、
家
庭
訪
問
事
業
に
よ

る
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
祉
行
政
、
防
災
対
策
な
ど

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

生
産
緑
地
の
追
加
認
定
と

農
業
振
興
か
ら
今
後
の
取
り
扱
い
は

西
川
政
晴
（
新
し
い
風
）

問
：
農
地
は
緑
地
並
び
に
市
民
の
食
の

安
全
に
寄
与
し
、
緑
地
保
全
・
環
境

保
全
・
育
成
な
ど
か
ら
農
地
の
価
値

は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

和
光
市
で
の
追
加
事
業
が
確
立
し
て

お
ら
ず
、
時
代
に
即
し
て
い
な
い
。

よ
っ
て
「
生
産
緑
地
法
」
施
行
後
の

経
過
と
、
認
定
基
準
の
今
後
と
農
地

の
多
面
的
な
活
用
を
促
進
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
取
り
扱
い
は
。

建
設
部
長
：
都
市
環
境
の
向
上
を
積
極

的
に
図
る
た
め
、
今
後
も
追
加
指
定

を
継
続
し
ま
す
。

市
民
環
境
部
長
：
優
良
農
地

の
保
全
に
有
効
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
追
加
指
定
の
継

続
を
希
望
し
、
今
後
の
農

業
政
策
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
計
画
か
ら
住
宅
政
策
・

景
観
条
例
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
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学
校
に
関
す
る
陳
情
・
要
望
に
対
す
る

市
長
の
現
状
認
識
は

栁
下
長
治
（
緑
風
会
）

問
：
昨
年
、
小
・
中
学
校
建
設
の
陳
情

が
議
会
に
提
出
さ
れ
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
た
。
確
か
に
白
子
小
学
校
、

新
倉
小
学
校
の
児
童
数
は
多
く
、
市

長
は
陳
情
に
対
し
て
理
解
を
示
す
だ

け
で
は
な
く
結
果
を
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
市
長
か
ら

何
も
発
信
さ
れ
な
い
た
め
陳
情
者
は

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市
長
の
現
状

認
識
を
問
う
。

市
長
：
区
画
整
理
事
業
が
駅
北
側
で
進

む
こ
と
を
考
え
る
と
、
市
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
か
ら
新
設
校
の
必
要
性
が
生

ま
れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
は
教
育
委
員
会
の
議
論
の
結
果

や
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
区
画
整
理
事
業
、
防
犯
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
を
市
民
参
画
で

子
ど
も
の
遊
べ
る
場
所
へ

井
上　

航
（
新
し
い
風
）

問
：
ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
計
画
に
つ
い
て
、

市
民
の
参
加
者
の
枠
を
広

げ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
し
て
、
芝
生
化
や
冒
険

遊
び
場
、
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
子
ど
も
の
遊
べ
る
場
所
を
整
備
す
る

よ
う
な
計
画
に
見
直
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
部
長
：
ア
ー
バ
ン
ア
ク
ア
は
、
運

動
施
設
の
あ
る
都
市
公
園
と
し
て
計

画
し
て
き
ま
し
た
。
新
た
な
発
想

に
つ
い
て
は
可
能
性
を
検
討
し
ま
す

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
、
今

ま
で
の
経
過
を
尊
重
し
つ
つ
、
将
来

の
維
持
管
理
の
負
担
も
考
え
市
民
や

利
用
者
団
体
の
方
々
と
一
緒
に
検
討

し
な
が
ら
施
設
整
備
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
議
会
の
開
催
、
総
合
体

育
館
の
利
用
状
況
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
に
お
け
る

保
護
者
の
負
担
経
費
の
軽
減
を

熊
谷
二
郎
（
共
産
党
）

問
：
小
中
学
校
の
消
耗
品
費
・
教
材
備

品
費
は
、
昨
年
と
比
べ
て
若
干
減
少

し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の
学
級

費
や
中
学
校
の
教
材
費
の
う
ち
、
義

務
教
育
は
無
償
で
あ
る
点
と
保
護
者

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
公
費
扱

い
と
な
る
も
の
は
な
い
の
か
。

教
育
部
長
：
財
政
的
に
、
高
額
な
備
品

の
要
望
に
は
こ
た
え
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
確
か
に
学
級
費
と
公
費
負
担
の

重
な
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
辺

の
経
費
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

公
費
で
負
担
で
き
る
よ
う
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
教
員
免
許
更
新
制
度
の
問

題
点
、
校
舎
等
施
設
工
事
後
の
不
具
合
、

生
活
保
護
や
生
活
福
祉
金
貸
付
制
度
、
公

共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
の
質
問

を
し
ま
し
た
。 

エ
コ
及
び
中
長
期
的
な
施
設
維
持
の

観
点
に
立
っ
た
仕
様
を

阿
部
か
を
る
（
公
明
党
）

問
：
施
設
整
備
の
際
に
は
、
和
光
市
第

二
次
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を

基
本
に
、
環
境
負
荷
の
軽
減
や
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
視
野
に
入
れ

た
基
準
を
明
確
に
位
置
づ
け
、
設
計

等
の
仕
様
書
を
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長
：
公
共
工
事
の
設

計
等
に
は
、
長
期
間
使
用

が
可
能
な
材
料
の
利
用
、

電
気
・
機
械
設
備
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
仕
様
の
導
入
、
環
境
に
配

慮
し
た
作
業
用
機
械
の
使
用
な
ど
、

環
境
配
慮
基
準
の
仕
様
書
を
発
注
す

る
担
当
課
で
作
成
で
き
る
よ
う
整
備

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
区
画
整
理
事
業
、
景
観
条

例
及
び
景
観
計
画
策
定
、
調
整
区
域
の
景

観
保
全
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

生
活
困
窮
問
題
と

　
　
　

福
祉
施
策
の
充
実
を

吉
田
け
さ
み
（
共
産
党
）

問
：
社
会
保
障
と
税
制
は
、
平
等
な
社

会
を
築
く
た
め
の
制
度
で
あ
る
は
ず

が
、「
構
造
改
革
」
に
よ
っ
て
医
療

費
の
負
担
増
、
年
金
給
付
の
削
減
、

自
立
支
援
法
、
税
制
改
悪
な
ど
収
入

の
低
い
人
ほ
ど
負
担
が
増
え
生
活
困

窮
者
を
生
み
だ
し
て
き
た
と
思
う
が

認
識
を
伺
う
。

市
長
：
国
の
改
革
に
よ
り
変
更
さ
れ
た

制
度
は
、
市
と
し
て
も
確
実
に
実
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

し
か
し
市
民
を
守
る
た
め
に
は
、
国

の
制
度
の
中
で
、
ど
の
程
度
カ
バ
ー

で
き
る
も
の
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て

は
配
慮
を
し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
生
活
実
態
調
査
の
緊

急
実
施
、
就
学
援
助
制
度
の
周
知
、
葬
祭
場

建
設
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の
問
題
、
障
害
者
自
立

支
援
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

副
都
心
線
の
開
通
に
伴
う

交
通
需
要
の
変
化
と
ま
ち
づ
く
り

斉
藤
克
己
（
公
明
党
）

問
：
和
光
市
駅
利
用
の
需
要
を
ど
の
よ
う

に
予
測
す
る
の
か
。
和
光
市
駅
を
中
心

と
し
た
に
ぎ
わ
い
は
ま
ち
づ
く
り
の
最

大
の
要
素
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
需
要

に
対
応
し
た
施
策
展
開
を
。

企
画
部
長
：
副
都
心
線
の
開
通
に
伴
う
、

駅
周
辺
道
路
の
混
雑
、
駅
の
乗
降
客

数
の
増
、
バ
ス
利
用
者
の
増
は
予
測

よ
り
も
多
い
も
の
で
し
た
。
今
後
、

鉄
道
や
バ
ス
の
乗
車
人
員
等
の
動
向

に
注
意
し
、
市
内
の
交
通
事
情
、
駐

輪
、
駐
車
場
の
利
用
者
等
の
動
向
を

検
討
し
な
が
ら
生
活
道
路･

歩
道
を

含
め
た
基
盤
整
備
な
ど
、
第
四
次
総

合
振
興
計
画
の
中
で
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
防
犯
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

な
ど
の
防
犯
対
策
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
の
充

実
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
実
態
と

そ
の
改
革
は

荻
野
比
登
美
（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）

問
：
教
育
委
員
会
は
教
育
に
関
す
る
決
定

機
関
で
、
追
認
機
関
で
は
な
い
。
改
正

さ
れ
た
地
教
行
法
の
目
的
は
、
教
育
委

員
会
の
責
任
体
制
の
明
確
化
に
あ
る
。

地
教
行
法
、
教
育
長
へ
の
委
任
事
務
規

則
違
反
で
は
な
い
か
？
改
革
へ
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

教
育
長
：
教
育
委
員
会
に
は
、
予
算
に
対
す

る
権
限
が
な
い
た
め
、
現
在
は
事
務
局

が
市
長
部
局
と
予
算
折
衝
を
行
っ
た
後

に
年
度
計
画
の
報
告
を
し
、
そ
れ
を
承

認
を
し
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
り
ま
す

が
、
教
育
委
員
会
の
主
体
性
・
独
自
性

か
ら
明
確
な
教
育
方
針
を
先
に
決
定
し

た
中
で
予
算
を
決
定
し
て
い
く
よ
う
な

手
順
に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
の
人
数
を

ふ
や
す
こ
と
な
く
各
委
員
が
適
切
な
判

断･

決
定
が
で
き
る
よ
う
自
覚
を
深
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

憲
法
を
生
か
す

　
　

平
和
共
存
の
道
を

佐
久
間
美
代
子
（
共
産
党
）

問
：
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
イ
ラ
ク

戦
争
は
、
間
違
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、

政
府
は
反
省
も
な
く
、
国
民
投
票
の

準
備
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
の
益
川
教
授

は
、「
改
憲
派
の
狙
い
は
兵
器
を
自

由
に
使
う
た
め
」
だ
か
ら
憲
法
を
守

る
べ
き
と
講
演
し
て
い
る
。
三
選
を

め
ざ
す
市
長
に
憲
法
９
条
の
見
解
を

問
う
。

企
画
部
長
：
市
民
と
と
も
に
、
命
の
大

切
さ
平
和
の
尊
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ

を
考
え
る
機
会
と
な
る
平
和
事
業
の

実
施
は
大
変
重
要
で
、
引
き
続
き
、

平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
充
実
に

努
め
ま
す
。

市
長
：
日
本
の
持
っ
て
い
る
憲
法
の
平
和

主
義
は
、守
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
緊
急
経
済
対
策
、
介
護
保
険
、
新
設

校
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

駅
北
側
の
道
路
、

　

特
に
県
道
の
歩
道
の
改
善
を

松
本
武
洋
（
新
し
い
風
）

問
：
駅
北
口
の
土
地
区
画
整
理
区
域

で
は
、
30
年
以
上
道
路
の
整
備
が

お
く
れ
て
い
る
。
特
に
優
先
区
域

外
の
県
道
の
歩
道
は
整
備
が
お
く
れ

る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
市
が
用
地

を
確
保
し
て
で
も
整
備
を
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長
：
区
画
整
理
区
域
内
の

県
道
整
備
は
、
県
土
整
備
事
務
所

に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
区
画
整

理
事
業
と
の
一
体
的
な
整
備
が
基

本
と
い
う
こ
と
で
お
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
区
域
外
の
県
道
に
市
単

独
に
よ
る
歩
道
の
整
備
は
財
政
負

担
が
大
き
い
た
め
、
今
後
も
継
続

し
て
要
望
す
る
と
と
も
に
整
備
方

法
を
慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
緑
化
の
推
進
、
学
童
保
育
・
保
育
園

の
待
機
児
対
策
、
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策
、
北

口
と
南
口
の
投
資
格
差
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
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■
陳
情
第
３
号

時
折
、
一
案
件
で
８
０
０
万
円
以
上
の

財
政
支
出
を
要
す
る
高
額
な
市
民
意
識

調
査
費
に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

　

市
民
意
識
調
査
実
施
の
際
は
、
費
用

対
効
果
と
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
詳
細
に

吟
味
し
た
上
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
陳
情
第
４
号

交
通
安
全
立
哨
指
導
員
等
、
小
学
生

通
学
の
安
全
確
保
の
た
め
の
予
算
・

施
策
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情　
　
　

（
趣
旨
採
択
）

　

立
哨
指
導
員
等
は
交
通
安
全
だ
け

で
な
く
、
防
犯
上
の
見
守
り
の
観
点

か
ら
も
、
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
、
減

員
で
は
な
く
、
む
し
ろ

増
員
さ
れ
る
べ
き
で

す
。
さ
ら
な
る
予
算
の
拡
充
と
と
も

に
配
置
箇
所
等
、
施
策
の
拡
充
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
陳
情
第
５
号

各
学
校
に
生
ゴ
ミ
堆
肥
化
処
理
機
を

設
置
し
て
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
推
進
に
関
す
る
陳
情　
（
不
採
択
）

　

和
光
市
環
境
基
本
計

画
や
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
で
は
、
環
境

負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
各
学
校
に
生
ゴ
ミ
堆
肥

化
処
理
機
を
設
置
し
て
、
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し

て
く
だ
さ
い
。

10

13

金
融
危
機
で
の
生
活
や
事
業
の

安
心
、安
全
の
確
保
策
の
充
実
を

菅
原　

満
（
民
主
党
）

問
：
金
融
危
機
に
関
し
て
、
市
内
に
お

い
て
「
相
談
件
数
が
少
な
い
」
か
ら

と
い
っ
て
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

い
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
相
談
先
が

分
か
ら
な
い
、
諦
め
で
は
な
い
が
相

談
を
し
な
い
事
例
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
市
内
の
勤
労
者
、
離
職
者
へ

の
労
働
相
談
、
事
業
者
へ
の
支
援
体

制
の
充
実
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長
：
相
談
に
来
た
く
て

も
来
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
市
民
を
救

済
す
る
啓
発
は
十
分
に
や
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
商
工
会
の
相
談
体
制

の
充
実
と
併
せ
、
県
の
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
基
金
事
業
の
活
用
で
支
援
す

る
た
め
の
対
策
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
後
の
財
源
見
通
し
、
財
政
収
支

推
計
の
作
成
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。
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緑
風
会

公
明
党

日
本
共
産
党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

和
光
を
良
く
す
る
会

社
会
民
主
党

新
緑
会

民
主
党

和光市介護保険条例の一部を改正する条例を定めることについ
て ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

和光市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を定めることにつ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市老人保健特別会計補正予算
（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市介護保険特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２０年度埼玉県和光市下水道事業特別会計補正予算
（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市一般会計予算 △ ○ × × × × ○ ○ ○ 否　　決

平成２１年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市老人保健特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市下水道事業特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

平成２１年度埼玉県和光市水道事業会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

工事請負契約の締結について（新倉児童館建設工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の
一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成20年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【請願・陳情】 緑 公 共 風 市 和 社 新 民

ミニマムアクセス米の輸入停止を求める請願 × × ○ × × × ○ × ○ 不 採 択

国籍法改正によって生じる問題に関する陳情 × × × × × × × × × 不 採 択

年度別和光市新人一般事務職員の採用者数を検討していただく
ための陳情 × × × × × × × × × 不 採 択

時折、一案件で８００万円以上の財政支出を要する高額な市民
意識調査費に関する陳情 × × × × × × × × × 不 採 択

交通安全立哨指導員等、小学生通学の安全確保のための予算・
施策の拡充を求める陳情 ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣旨採択

各学校に生ゴミ堆肥化処理機を設置して食品リサイクルシステ
ム推進に関する陳情 × × × ○

退 × × × × × 不 採 択

議案の結果 今定例会で審議された議案の採決結果です。
報告・専決処分の承認・人事案件は除きます。

　〇　：賛成　
　×　：反対
　△　：賛否両論のあった会派
　□　：原案に賛成
　退　：退席

目の不自由な方のために、市議会だよりを朗読録音したカセットテープを希望者に貸し出ししています。希望する方は、総合福祉会館までご連絡ください。（☎：４５２－７６００）

議員から提出された意見書
案を可決し、意見書として、
衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣を初め関係大
臣へ送付しました。

　会派名
　市長提出議案

議
決
結
果

■
児
童
扶
養
手
当
を

父
子
家
庭
に
拡
大
す
る
事
を

求
め
る
意
見
書　
　
　
　
　
　

　
　
　
（
可
決
）

　

現
行
の
児
童
扶
養
手
当
法
は
、
経
済

的
に
困
難
な
母
子
家
庭
に
対
し
て
は
児

童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
父
子
家
庭
に
対
し
て
は
支
給
対
象

と
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

子
供
の
福
祉
の
観
点
か
ら
母
子
家
庭

と
父
子
家
庭
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、

ひ
と
り
親
家
庭
に
均
等
な
経
済
的
支
援

が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
の
観
点
か
ら
も
、
母
子
家
庭
と
父

子
家
庭
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ

る
施
策
に
対
し
、
平
等
に
対
象
と
す
る

事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
児
童
扶
養
手
当
を
父
子
家
庭

に
対
し
て
も
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
法

律
改
正
を
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。

６
月
定
例
会
は　

日　

開
会
予
定
で
す議事調査担当　

☎424-9108（ダイヤルイン）
詳しくは、
議会事務局へ
お問い合わせください。

※正式な日程は６月９日(火)開催の議会運営委員会で
決定する予定です。請願・陳情の締め切りは６月８
日(月)午後３時の予定です。

６月11日

16日
17日

18～23日
25日

本会議開会
提案説明・議案質疑
議案質疑
常任委員会
一般質問
討論・採決・本会議閉会

定例会の開催予定６月

開会時間は午前９時です。開会時間は午前９時です。

　　傍聴にいらしてください。　　傍聴にいらしてください。ぜひ

11

(木)

　７年ぶりの日曜日開催に、た
くさんの市民の方に傍聴してい
ただきありがとうございまし
た。来場された方々から、いろ
いろなご意見をいただき、なか
には、大変厳しいご指摘もあり
ました。
　今後、議会としてもこれらの
ご意見を真摯に受け止め、より
一層の緊張感をもって改善に取
り組んでまいります。

　　　和光市議会議員一同

日曜議会開会から

■委 員 長 松本武洋
■副委員長 吉田けさみ
■委　　員 斉藤克己 栗原次男
 山本軍四郎 菅原　満
 野口　保 並木修二
 齊藤秀雄 荻野比登美

編 集 委 員 会

緑風会　堀、栗原、田中、野口、栁下
日本共産党　佐久間、吉田、熊谷、上野
新しい風　須貝、松本、井上、西川
公明党　阿部、村田、斉藤（克）
民主党　菅原
和光市民ネット　荻野
和光を良くする会　並木
社会民主党　山本
新緑会　齊藤（秀）
議長：山口（会派に属せず）

会　派　構　成聴覚障害のある方へ
本会議の傍聴を手話通訳、
要約筆記でどうぞ

　　耳の不自由な方で本会議の傍聴を希望され
る方には、手話通訳者または要約筆記者を手
配することができます。
（派遣費用は無料です）
　傍聴をご希望の方は、あらかじめ議会事務
局庶務担当へご連絡ください。

■  463-2835
■ E-mail : i0101@city.wako.lg.jp




